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邦題：
ペンギンだもの
プレイ人数：

２～４人
overview:（外観）
このゲームでは、プレイヤーは道化師となり、ペンギンを彼らのボス、つまり皇帝ペンギンが開いたパーティに招待します。ゲームの目的は、ペンギンをできるだけ楽しませる事によって、勝利ポイントを稼ぐことです。

各ペンギンは、４つのタイプの芸のいずれかが大好きで、カードにアイコンが描かれている。
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ペンギンは、また４つの組織のいずれかに所属しており、数字の色で表現されています。

全ての組織は、パーティで演技する動物の４つの芸のうちひとつが好みです。

たとえば：羊(緑)、カンガルー（茶）、あざらし(赤)、熊(青)です。

ペンギンカードに描かれた数字の色は、エンターテナーが得意とする色と同じです。
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ゲームはペンギンをパーティに招待し、エンターテナーの隣に表向きにプレイしていく。

ゲームが進むにつれ、大きな格子が構成され、パーティはテーブルの端の方に伸びていく。

これらの端がゲームの境界線を構成する。

エンターテナーが演技する度に勝利ポイントが与えられる。プレイヤーが獲得したエンターテナー
カードは、プレイ中に参加費の支払いを避けるために消費するか、ゲームの終了時の得点計算用としてとっておくでしょう。

Setting up the game:（セットアップ）
各プレイヤーは色を決め、その色の3つの招待マーカーと2つのスコア用のマーカーを取る。

各プレイヤーは２つのスコアカード（１つは１０の位で、もうひとつは１の位）を取り、

１０の場所と０の場所にトークンを置く。つまり全員１０点からのスタートとなる。

プレイ中に得点の増減があった場合は、適宜マーカーを移動させる。

もし、１００点を超えたり、０以下になった時は、そのことを忘れないようにしておく。

各プレイヤーは、ActivityCardを１枚取り、自分の前に表向きにして置く。

Curtain(幕)カードを１枚、ボード中央に置く。残りのカーテンは山にしておく。

エンターテナーカードをシャフルし、下の表のプレイ人数に対応したレイアウトで、

表向きにして置く。残りのエンターテナーは裏向きにして、引き山に置く。


それから一番上のエンターテナーカードをめくり、山の上に置く。

ペンギンカードをシャフルし、４枚ずつ配る。

各プレイヤーは、他人に見えないように手札に持ち、カードを見る。

残りのカードは裏向きにして山に置く。一番背の低いプレイヤーから始める。

The Table Surface:（テーブルの表面）
テーブルの上は、氷山を表し、そこでパーティが開かれる。テーブルはゲームの境界をも表している。

誰もテーブルの端を超えてパーティカードをプレイする事はできない。

テーブルが小さい時は、プレイヤー間で、縦・横の大きさを事前に決めておくべきです。

Playing the Game:（プレイ手順）
プレイヤーは自分の手番に、以下に示した順番でアクションを行う。

	Step 1:手札からペンギンカードをパーティに参加させる。必要であれば参加費を払う

Step 2:望むなら、招待マーカーを動かす

Step 3:もしエンターテナーが演技を始めたら、その演技の解決を行う。

Step 4:ペンギンカードを１枚引いて手札に加える。


Step 1:ペンギンのパーティへの参加

各ターン、プレイヤーは必ず手札から１枚ペンギンを出し、テーブル上の空いているスペースに置く。ペンギンは、好きなエンターテナーに隣接した場所に置かなければならない。
これに加え、次の事に注意せよ。

　・カードは正しい方向におかなければならない。全てのカードの向きを統一する（タップしない）。

　・カードは氷山に合わせなければならない。よって、テーブルの端からはみ出ては行けない。

　・隣接はナナメを含む。よって、隣接カードは最大で８枚存在する。

図の例）

このエンターテナーは８つの隣接があるが、３つはプレイできない。それらは氷山からはみ出ているからです。パーティに参加する時のカードの向きは常に一定です。

重要：

もし同色のペンギンに隣接する場所にペンギンをプレイする時は、参加費を支払わなければならない。

参加料：

ペンギンは、他のファミリーとの交わりを好む。もし、プレイヤーが新しいペンギンを同色のペンギンに隣接したところに置いた場合、直ちに参加費を払わなければならない。新しく置いたカードに隣接するペンギンカードに書かれた数字を合計し、それを勝利ポイントから差し引く。置いたペンギン自身の数字は関係ない。

参加費を回避する

プレイヤーはゲーム中にエンターテナーカードを受け取るでしょう。もし参加費を払わされそうになったら、参加費を全く払わないようにするために、手札から１枚エンターテナーを捨てても構わない。この時は、単にエンターテナーをすてるだけで、勝利ポイントは減らない。

Step 2:招待マーカーを動かす

各ターン、プレイヤーは、自分の招待マーカーをひとつ、好きな場所からマーカーの無い好きなペンギン上に動かすことができる。プレイヤーは、例え誰のプレイされたカードであろうとも、ペンギンの上にマーカーを置ける。

マーカーはそのペンギンがパーティにおける特定プレイヤーのスペシャルゲストであることを示す。

マーカーはペンギンが楽しむ度にそのプレイヤーにポイントが入る。

１匹のペンギンには一度に１つしかマーカーを乗せることはできない。マーカーの移動は常に任意で、各プレイヤーは３つしかマーカーを所有していないため、慎重にペンギンを選択すること。

Step 3:演技の解決

各エンターテナーカードには、カードの端に隣接する８マスに対応したドットが描かれている。エンターテナーは、このドットに対応する場所が全て何らかのカード（ペンギン、カーテン、エンターテナー）で埋まったときに演技を始める。アンプレイアブルな場所（ボードの端）については、埋まっているものとして処理する。

エンターテナーが演技を始めた時、スコアフェイズになる。以下の４つのフェイズを順番に行う。

	Step 1:勝利得点を計算する

Step 2:エンターテナーカードの表彰

Step 3:幕カードを置く

Step 4:新しいエンターテナーをパーティに加える


もし、複数のエンターテナーが同時に演技している時は、ターンプレイヤーがどちらを先に処理するか決める。（あまりありえない事ですが、最後の演技でエンターテナーの山が枯れている時、始めの演技だけ行ってゲームは終了する）

Step 1:勝利得点を計算する
エンターテナーに隣接する全てのペンギンは、例えドットに対応する場所でなくても、観客の一員です。観客になっているペンギンは、彼らをスペシャルゲストとして呼んだプレイヤーに得点が入るパフォーマンスを見ると楽しむ事ができる。

楽しんでいるペンギンにマーカーを置いているプレイヤーはペンギンの数字がポイントになる。

ペンギンが楽しむには２つの方法があり、それは以下の通り

好きな動物パーティでは４種の動物が演技を行う。羊、カンガルー、熊、アザラシ。各エンターテナーには背景色があり、これはペンギンファミリーと対応している。ペンギンの色とエンターテナーの色が合致している時、ペンギンは喜ぶ。

好きな演目各エンターテナーには行う演目がアイコンで示されている。これは、ジャグリング、１輪車、ダンス、音楽です。もし、このアイコンがペンギンと合致すれば、喜びます。但し、色もアイコンも合致していても、両方の点数は獲得できません。

図の例）

赤い踊るアザラシは４つのドットがあります。下の右のドットは氷山外なので、客がいるものとして扱う。二匹目の青ペンギンが置かれると、全ての空席が埋まるため、演技を開始します。

観客には５匹ペンギンがいます。二匹の赤ペンギンは、アザラシと色が同じため喜びます。二匹の青ペンギンもダンスを好むため喜びます。緑ペンギンは残念ながら、楽しむことができません。

Step 2:エンターテナーカードの獲得

パフォーマンスでポイントを獲得したプレイヤーの中で、最も少ないポイントを計上したプレイヤーがそのエンターテナーカードをとり、皆に見えるように自分の前に置きます。
但し０点の人は対象外です！。
エンターテナーを獲得したプレイヤーは参加料の支払いを避けるため、それを手札から捨てても良いし、ゲームの終了時の勝利ポイントのため、取っておいても良い。

重要：もし、その演技で複数プレイヤーが０点以外で同点の時は、そのエンターテナーは捨てられる。

	赤：９点

緑：６点

青：０点

　↓

緑がエンターテナーを取る
	
	赤：９点

緑：６点

青：６点

　↓

エンターテナーは捨てられる
	
	赤：９点

緑：０点

青：０点

　↓

赤がエンターテナーを取る


Step 3:Finishing the Performance（演技の終了）
元々エンターテナーのいたところに、カーテンカードを置く。この場所には、他のカードは置けない。

ターンプレイヤーは山からエンターテナーを取り、それを今までと同様のルールに従い好きなカードの隣に置く。

更に、新しいエンターテナーは：

・即演技開始になるような置き方はできない

・置くことで、他のエンターテナーが演技開始になるようにも置けない。

エンターテナーを置いた後、山の一番上のカードを表向きにしておきます。

Step 4:新しいエンターテナーをパーティに加える

プレイヤーが山からカードを引くことを要求され、山が枯れていた時、もしくは、カードをプレイする事を要求されプレイする場所がなかった場合、ゲームは終了する。

プレイヤーはスコアシートに書かれているポイントを得る。その他、まだ手許にエンターテナーカードがある時は、そのカードに基づくポイントを付加する。

１．各エンターテナーが自分のアクティビティカードと合致した時、２点獲得。

２．４種の動物毎、一番多く所有しているプレイヤーを決める。

　　　→トップの人に５ポイント。１位タイの時は、それぞれ３ポイント。

一番多くの得点を稼いだ人が勝ち。

同点の時は、トッププレイヤーになって最も多くエンターテナーボーナスを獲得したプレイヤーが勝ち。それでも同点の時は、最も背が低いプレイヤーが勝ち。
2004/8/8 訳：上野　宏之（ueno@sann.ne.jp）
アイコンは以下の４種：


juggling(ボール)


acrobatics(１輪車)


dancing(帽子とステッキ)


music(楽譜)











動物の色とペンギンの数字の色が対応している








